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こ
の
神
社
は
文
保
二
年
ハ
一
、
一
二
一
八
〉
第
九
十
五
代
花
菌
天
皇
の
街

か
ん
じ
よ
う

代
に
小
林
但
馬
守
が
相
模
商
謙
倉
鶴
間
八
播
宮
、
上
の
営
よ
り
勧
請
選
寵

し
た
も
の
で
島
る
。
但
掲
守
は
、
寵
椅
村
、
臥
議
場
の
出
城
主
で
あ
っ
た

が
ゆ
い
あ
っ
て
家
臣
と
共
に
、
こ
の
地
に
帰
農
し
た

現
存
の
社
設
は
、
寛
延
三
年
ハ
一
七
五

O
)
八
丹

、
あ
る
が
、
葬
一
殿
は
明
治
三
十
五
年
九
月
二
十
八
日

が
倒
れ
破
壊
し
た
の
を
修
復
し
た
も
の
で
島
る
。

境
内
に
は
明
治
十
年
九
丹
九
日
の
布
告
に
よ
っ

多
く
の
神
絹
が
還
さ
れ
た
。
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玉
川
村
文
化
展
は
、
去
る
十
一
月

二
、
三
、
四
、
一
五
の
四
日
間
玉
川
村
体

育
館
を
会
場
に
、
菊
花
盆
栽
、
児
童
生

徒
の
作
品
さ
ら
に
老
人
作
品
を
一
堂
に

展
示
し
て
聞
か
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
高
令
者
の
皆
さ
ん
な
ら

で
は
の
藁
細
工
、
竹
細
工
な
ど
す
ば
ら

し
い
で
き
ば
え
の
作
品
や
、
春
早
く
か

、
ら
丹
精
こ
め
て
つ
ノ
ベ
ベ
h
y
上
げ
、
見
ご
と

た
咲
か
せ
た
大
一
輪
、
一
懸
崖
一
な
ど
の
菊
と

今
回
は
じ
あ
て
展
示
さ
れ
た
村
内
小
中

学
生
の
い
立
派
な
図
画
習
宅
も
一
千
人
近

い
一
参
観
入
の
百
を
楽
一
じ
ま
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
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今
年
も
早
い
も
の
で
、
師
走
の
月
と

な
り
ま
し
た
。

年
末
年
始
に
は
な
に
か
と
気
せ
わ
し

く
落
ち
つ
か
な
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
時
期
は
、
酒
を
飲
む
機

会
が
多
く
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
も

多
く
な
る
時
で
す
。

そ
こ
で
「
絶
対
し
な
い
、
さ
せ
な

い
、
酒
の
み
運
転
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
五
十
二
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
、

五
十
三
年
一
月
十
四
日
ま
で
、
年
末
年

始
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動
が
実
施

れ
ま
す
。

村
内
で
も
い
た
ま
し
い
交
通
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
身
近
か
な
問

題
と
し
て
、
こ
の
機
会
に
考
え
な
お
し

「
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
」
「
運

転
す
る
な
ら
飲
ま
な
い
、
飲
ま
せ
な

い
」
「
飲
ん
だ
者
に
は
運
転
さ
せ
な

い
」
の
三
な
い
運
動
を
推
進
し
、
交
通

事
故
の
な
い
、
明
る
い
年
末
年
始
を
お

く
匂
ま
し
ま
う
。

狩
猟
事

故
を
な

く
そ
う

十
一
月
十
五
日
か
ら
狩
猟
が
解
禁
に

な
り
ま
す
。
ン

i
ズ
ン
中
の
狩
猟
等
に

よ
る
事
故
は
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
ハ
ン
タ
ー
の
方
々
は
次
の
点
に
十

分
注
意
し
て
下
さ
い
。

④
引
き
金
を
引
く
前
に
必
ず
筒
先
を
確

か
め
ま
し
ょ
う

l
l射
撃
し
よ
う
と
す

る
目
標
と
筒
先
に
人
が
い
な
い
か
ど
う

か
を
必
ず
確
か
め
て
か
ら
射
撃
し
ま
し

ょ
う
。
特
に
疲
れ
た
と
き
は
十
分
注
意

L
て
下
さ
い
。

④
決
し
て
人
が
い
る
方
向
に
銃
口
を
向

け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

i
l気
づ

か
ず
に
、
無
意
識
の
う
ち
に
銃
口
が
人

に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
ま
ま
あ
り

ま
す
の
で
、
理
屈
よ
り
も
か
ら
だ
で
覚

え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
必
要
な
時
ま
で
装
弾
せ
ず
、
ま
た
不

要
に
な
っ
た
ら
必
ず
抜
弾
し
ま
し
ょ
う

!
l猟
場
に
到
着
し
、
い
つ
獲
物
が
飛

び
出
し
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う

状
態
に
な
る
ま
で
装
弾
せ
ず
射
撃
を
す

る
必
要
が
な
く
な
っ
た
ら
す
み
や
か
に

必
ず
抜
弾
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

④
暴
発
事
故
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う

l
i装
弾
し
た
ま
ま
銃
を
持
ち
歩
く
と

地
元
を
う
る

「
た
ば
こ
消
費
税
」

愛
煙
家
の
み
な
さ
ん
、
あ
な
た
が
毎

日
吸
う
た
ば
こ
の
税
金
で
、
地
元
の
地

方
自
治
体
が
ど
れ
ほ
ど
う
る
お
っ
て
い

る
か
、
ご
存
知
じ
で
す
か
。

た
ば
こ
の
税
金
は
全
部
が
国
庫
に
入

る
の
で
は
な
く
、
地
元
の
た
ば
こ
販
売

数
量
に
応
じ
て
、
都
道
府
県
と
市
区
町

村
に
「
た
ば
こ
消
費
税
」
が
専
売
公
社

か
ら
納
付
さ
れ
ま
す
。
そ
の
金
額
は
五

十
二
年
度
で
、
二
十
本
入
り
一
箱
に
つ

き
市
区
町
村
へ
二
十
四
円
二
十
五
銭
、

都
道
府
県
へ
十
三
円
八
十
銭
と
な
っ
て

い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
あ
な
た
が
一
日
に
二
十

本
吸
っ
て
い
る
と
し
ま
す
と
、
一
年
間

で
、
地
元
の
市
区
町
村
と
都
道
府
県
へ

合
せ
て
約
一
万
三
千
八
百
八
十
八
円
納

め
て
い
る
計
算
と
な
り
ま
す
。

き
は
、
無
理
な
行
動
を
避
け
、
転
倒
し

て
暴
発
事
故
な
ど
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

十
分
注
意
じ
ま
し
ょ
う
。

④
盗
難
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
|
|

車
両
に
放
置
し
た
猟
銃
が
盗
難
に
あ
う

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
、
車
両
を
離
れ

る
と
き
は
、
銃
を
放
置
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

⑥
故
障
し
て
い
た
り
、
調
子
の
悪
い
銃

は
使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

l
i

故
障
し
て
い
る
銃
や
調
子
の
悪
い
銃

は
、
し
ば
し
ば
暴
発
事
故
の
原
因
と
な

り
ま
す
。
絶
対
に
使
わ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
た
ば
こ
消
費
税
で

す
が
、
あ
く
ま
で
も
あ
な
た
が
た
ば
こ

を
買
っ
た
た
ば
こ
売
場
の
あ
る
自
治
体

に
対
し
て
納
付
さ
れ
る
も
の
で
、
あ
な

た
の
住
ん
で
い
る
市
町
村
や
都
道
府
県

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
た
と

え
ば
か
愛
煙
家
人
口
H

は
多
く
て
も
、

他
の
市
区
町
村
に
通
勤
す
る
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
が
ほ
ど
ん
と
い
っ
た
自
治
体
は
、

一
人
当
た
り
の
納
付
税
額
は
当
然
低
く

な
り
ま
す
。

二
年
ほ
ど
前
、
東
京
、
世
田
谷
区
は

H

た
ば
こ
は
区
内
で
買
い
ま
し
ょ
う
H

と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
財
源
難
に
頭
を
痛

め
た
区
当
局
、
が
、
地
元
民
に
協
力
を
呼

び
か
け
た
も
の
で
す
が
、
オ
フ
ィ
ス
街

な
ら
の
住
宅
地
区
を
抱
え
る
自
治
体
の

か
悩
み
H

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

ち
な
み
に
、
五
十
一
年
度
の
た
ば
こ

消
費
税
は
、
市
区
町
村
へ
二
千
四
百
三

十
四
億
三
千
万
円
、
都
道
府
県
へ
は
千

三
百
八
十
五
億
二
千
六
百
万
円
、
合
せ

て
三
千
八
百
十
九
億
五
千
六
百
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
五
十
二
年
度
は
、
一
昨
年
の

(
十
二
月
)
値
上
げ
が
反
映
し
て
、
昨

年
度
に
比
べ
約
五
割
増
の
五
千
八
百
八

十
億
円
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

年
賀
郵
便
は

十
二
月
二
十
日
ま
で
に

年
賀
郵
便
の
特
別
取
扱
期
間
は
十
二

月
十
五
日
か
ら
二
十
日
ま
で
と
な
っ
て

お
り
ま
す
、
早
め
に
お
出
し
下
さ
い
。

あ
て
名
は
詳
し
く
書
い
て
下
さ
い
0

丁
目
、
番
地
、
ア
パ
ー
ト
名
、
棟
番
、

室
番
、
ま
で
お
書
き
下
さ
い
。
同
居

人
、
ご
婦
人
、
お
子
様
あ
て
の
も
の
に

は
肩
書
を
忘
れ
ず
に
お
書
き
下
さ
い
。

年
賀
状
は
束
ね
て
叶
村
内
あ
て
」

「
県
内
あ
て
」
そ
の
他
の
あ
て
と
区
別

し
て
束
ね
て
お
出
し
下
さ
い
。

川
辺
郵
便
局

年
賀
直
田
便
物
は

な
る
べ
く
卑
目
に
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百
四
名
が
晴
れ
の
成
人
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成
人
に
速
し
た
若
者
逮
り
晴
れ
の
門
出
を
祝
揺
す
る
、

一
一
一
年
玉
川
村
成
人
式
は
、
来
年
一
月
十
五
詩
ハ
成
人
の
円

玉
川
村
就
業
改
諮
問
セ
ジ
タ
ー
で
挙
行
さ
れ
ま
す
。

村
内
の
成
人
該
当
者
は
、
昭
和
五
十
ニ
年
自
足
二
日
ι

十
五
年
沼
月
一
自
に
生
ま
れ
た
者
で
、
努
五
十
三
名
、
女
五
十

一
名
の
合
わ
せ
て
百
四
名
で
す
。

住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
該
当
者
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
も

し
d

調
査
も
れ
で
名
前
が
載
っ
て
い
な
い
者
、
あ
る
い
は
本
村
出

身
者
で
玉
川
川
村
の
成
人
式
に
出
産
し
た
い
者
は
十
ニ

ま
で
に
玉
川
村
公
民
館
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

JII 

辺

叫日開

さた

‘、
-zEEe 

，， 

高

貧民佐鈴須須須味曲失矢矢須須講小鈴関岩主事事

諜竹盟

喜
審

美

ヒ

吋

ア

藤吹藤木藤藤

祐早朝正宗主fiu 
う
f

ア

イ梓

弁委f木課谷田町田山吹部部

登美
圭
菱智

和泰重信
真

理

子子子重長子子高良隆子子三

中

信技講子子子子良

岩
法
場

倉永吉小鈴双双高岩遠岡古小小溝講三吉関添添榛本

五
十

鎌林住針木集車林谷藤部寺針針井弁論田根回出本田

土
日

能

理
美

智
千

律

設
C

ト
1
帆

保縞講
ひ
正
と
金光言11生議

久裁
本宇野林非木 釜竹皆野鎌

大草倉

正好
美

智
開

設秀
ぶ庁，

量逮

鰭

小小鈴佐

事典み代光一子仁子輝利子子敏子男夫行樹子雄夫和

文和洋占尽
き

よ
部

光
瀧

南
須
釜

伏

間

援

本
仁

井
大

野

大

越
大

木

ま

つ

大

木

と

き

大

木

美

佐

猪

械

部

友

石

井

競

有

賀

恵

大

関

謙

小

山

田

ま

さ

小

山

田

建

大

野

ト

シ

大

野

科

佐

久

間

よ

し

小

原

文

小

震

ハ

ツ

手5

北
須
議

鈴鈴鈴鈴議石箪革増増真域

則治彦樹江子子一

木木木木谷井野野子子野沢沢
自

重箆Mm真義正
サ

居
回正

由

美正綾

喬子詰

呑代

石塩須石石芯森森矢近鈴搬入

ヨ

シ
孝繁

内

原

部

八

濫
ち

か節
正
西

館際和

犬一子子一爵子子子子一一子

吉

子静夫夫子伊子子広

出
小
援

森
森

四

辻

井田

和

子江子い正予夫子子子夫男

五

m村
議
工
会
(
会
長
塩
沢
蔑
郭
〉

で
誌
、
勤
労
感
器
の
自
に
村
内
事
業
所

の
議
長
従
業
員
の
表
彰
を
行
な
い
ま
し

た
G今
後
も
毎
年
櫨
良
従
業
員
め
表
彰
を

行
な
い
ま
す
。

表
彰
式
終
了
後
「
毅
場
と
人
間
関

係
い
と
題
し
て
集
仏
教
協
会
々
設
曹
関

棟
一
先
生
り
記
念
講
誤
が
あ
り
深
い
感

銘
を
あ
た
え
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す

子次予男子之子子本J

小
針
プ
蕗
〈
帥
脚
本
間
隣
府
〉
、
曲
山
文

子
〈
岩
谷
建
設
〉
、
欝
粥
円
以
シ
子
ハ
塩

田
縫
製
〉
、
佐
藤
為
雄
、
出
旗
正
弘

ハ
紛
東
京
精
工
〉
、
倉
鎌
カ
ネ
ヨ
ハ
鮒

釘
臆
商
賠
〉
、
草
野
新
…
ハ
小
原
土

建
〉
、
大
竹
弗
夫
〈
鯨
佐
藤
製
作
所
〉

円
谷
兼
持
、
犬
木
忠
夫
、
宗
形
伸
二

〈
線
中
摂
精
工
〉
、
瀬
谷
次
朗
〈
訟
毘

木
工
〉
、
一
近
内
茂
ハ
小
山
沼
産
業
揮

発

〉

、

関

根

春

一

、

高

原
要
次
、
吉
住
佐
市
ハ
締
鶴
木
線
工
業

工
場
〉
、
小
針
茂
房
〈
須
?
藤
工

、
鈴
木
栄
ハ
鈴
木
建
設
〉
、
神
山

製
〉
、
丹
内
武
寿

所
〉
、
坂
本
嘉
綾

、
佐
藤
攻
、
荒
苅

ハ
首
藤
電
気

正
、
佐
藤
広
A

小
林
泰
一
(
鰯
小
林
工
務
癌
〉
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国民年金の保険料
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国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
納
期
ご
と

に
納
め
て
い
ま
す
か
、
忘
れ
て
い
な
い

5 

川辺小学校

屋内運動場立派に完成

川辺小学校屋内運動場は川辺小学校地内に工費4千8百

50万円で仙台市の前田建設が請負い、工事を進めて居り

ま、したがこのほど立派に完成いたしました。

か
ど
う
か
、
い
ま
一
度
対
調
べ
く
だ
さ

、。、
L
V

こ
の
保
険
料
は
、
四
、
五
、
六
月
分

は
七
月
末
日
ま
で
に
七
、
入
、
九
月
分

は
十
、
月
末
日
ま
で
に
十
、
十
一
、
十

二
月
分
は
一
月
末
日
ま
で
に
、
一
、

二
、
三
月
分
は
四
月
末
日
ま
で
に
納
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
こ

れ
ら
の
期
限
ま
で
に
納
め
ま
せ
ん
と
、

事
故
に
あ
っ
た
り
、
ご
主
人
が
な
く
な

ら
れ
た
り
し
た
と
き
に
、
障
害
年
金
や

母
子
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
将
来
、
老
齢
年
金
も
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
各
市
町
村
に

よ
っ
て
、
納
期
限
を
少
し
早
め
て
い
ま

す。

t

あ
わ
て
て
保
険
料
を
一
納
め
よ
う
と
し

て
も
、
二
年
を
経
過
す
る
と
納
め
ら
れ

ま
せ
ん
か
ら
、
保
険
料
は
納
期
限
ま
で

に
は
、
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

水
道
は
寒
が
り
で
す

ー
防
寒
は
お
す
み
で
す
か
!

立派に完成した川辺小屋内体操場

こ
れ
か
ら
冬
に
向
い
、
水
道
な
ど
の

凍
結
が
心
配
さ
れ
ま
す
の
で
、
次
の
点

に
留
意
し
て
ど
使
用
願
い
ま
す
。

一
、
蛇
口
及
び
給
水
管
の
防
寒
に
つ
い

て
夜
間
蛇
口
等
の
凍
結
が
心
配
さ
れ

る
と
き
は
、
メ
ー
タ
ー
僅
の
手
前
に

丸
い
フ
タ
の
あ
る
不
凍
栓
に
手
を
入

れ
て
、
中
に
あ
る
ハ
ン
ド
ル
を
上
に

し
づ
か
に
引
い
て
か
ら
蛇
口
を
開
い

て
下
さ
い
、
蛇
口
水
は
、
不
凍
栓
よ

り
抜
け
て
凍
結
し
な
〈
な
り
ま
す
。

(
し
か
し
不
凍
栓
の
ハ
ン
ド
ル
を
上

に
引
い
て
み
蛇
口
を
聞
い
て
お
か
な

い
と
凍
結
す
る
場
合
も
あ
る
〉
そ
し

て
翌
朝
水
を
使
う
と
き
不
凍
栓
を
下

に
押
す
と
水
が
出
ま
す
。

ニ
、
メ
ー
タ
ー
器
の
管
理
に
つ
い
て

メ
ー
タ
ー
器
は
村
の
貸
付
品
で
す
の

で
凍
結
し
な
い
よ
う
に
保
温
し
、
大

切
に
し
て
下
さ
い
、
保
温
に
は
次
の

よ
う
な
方
法
が
よ
い
と
思
わ
れ
ま

す。

①
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
入
る
大
き
さ

の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
「
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
」
を
粉
末
に
し
て
入
れ
て
、
袋
の

口
を
ふ
さ
ぎ
、
メ
ー
タ
ー
の
上
に
の

せ
て
フ
タ
を
す
る
。

②
①
士
同
じ
よ
う
な
方
法
で
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
の
か
わ
り
に
「
モ
ミ
ガ
ラ
」

を
入
れ
る
。

③
朝
、
凍
結
に
て
、
水
を
使
用
で
き
な

い
時
は
、
そ
の
日
の
内
に
使
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
、
何
日
も
水

A 

を
使
用
し
ま
せ
ん
と
、
履
く
な
る
ま

で
、
水
の
使
用
は
で
き
な
く
な
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

④
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
、
不
凍
佳
の
中

は
、
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
。

三
、
メ
ー
タ
ー
器
、
不
凍
栓
の
破
損
。

凍
結
の
修
理
費
は
各
自
負
担
に
な
り

ま
す
の
で
大
切
に
管
理
し
て
下
さ

回
、
メ
!
タ
器
、
不
凍
栓
等
の
上
に

雪
及
び
物
品
を
あ
げ
な
い
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

五
、
漏
水
、
故
障
の
際
は
、
水
道
工
事

公
認
庖
A

ま
た
は
、
水
道
課
へ
連
絡

し
て
下
さ
い
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
、
船
員

保
険
な
ど
(
各
種
共
済
組
合
は
別
)
に

加
入
し
ま
す
と
、
従
来
は
、
異
な
っ
た

被
保
険
者
証
や
年
金
手
帳
を
交
付
さ
れ

ま
し
た
が
、
昭
和
四
十
九
年
十
一
月
か

ら
の
加
入
者
に
は
、
共
通
の
年
金
手
帳

が
交
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
手
帳
に
は
、
制
度
ご
と
の
加
入

者
民
名
と
記
号
番
号
が
記
入
さ
れ
ま

す
。
こ
の
記
号
番
号
は
、
そ
の
人
の
一

生
を
通
じ
て
同
じ
も
の
が
使
用
さ
れ
、

〔
玉
川
村
公
民
館
で
は
、
習
字
教

(
室
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

(
こ
の
教
室
は
、
初
心
者
を
対
象

(
に
来
年
一
月
よ
り
三
月
の
毎
週
火

¥
躍
日
夜
七
時
か
ら
九
時
ま
で
玉
川

村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
関
か
れ

ま
す
の
で
、
受
講
希
望
者
は
十
二

月
中
に
玉
川
村
公
民
館
へ
申
し
込

ん
で
下
さ
い
。

‘

習
字
教
室
生
徒
募
集

年
金
を
受
け
る
の
に
必
要
な
記
録
の
保

管
は
、
す
べ
て
こ
の
記
号
番
号
に
基
で

い
て
行
わ
れ
ま
す
。

で
す
か
ら
、
年
金
手
帳
を
紛
失
し
た

り
、
汚
し
た
り
、
破
っ
た
り
し
た
と
き

は
、
社
会
保
険
事
務
所
か
役
場
年
金
係

ヘ
申
し
出
て
、
再
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
同
じ
制
度
の
記
号
番
号

を
ニ
つ
以
上
持
っ
て
い
る
人
は
、
社
会

保
険
事
務
所
へ
申
し
出
て
、
一
つ
の
記

号
番
号
に
振
り
替
え
て
も
ら
っ
て
く
だ

さ
い
。

ボ
ー
ナ
ス
や
お
米
の
代
金
は

ひ
と
ま
づ
郵
便
貯
金
に

冷
た
い
木
枯
し
の
冬
で
す
、
貯
蓄
の

あ
る
く
ら
し
は
寒
さ
に
負
け
な
い
生
活

プ
ラ
ン
が
で
き
ま
す
。

ボ
ー
ナ
ス
、
お
米
な
ど
農
産
物
売
上

代
金
は
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
、
そ

れ
に
は
村
の
振
興
発
展
に
役
立
つ
有
利

な
郵
便
局
の
定
額
貯
金
と
お
決
め
下
さ

い
o
r

、

川
辺
郵
便
局
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叙
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湯
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光
市
さ
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母
の
乳
呑
み
つ
擦
れ
る
予
等
恋
し

そ
の
蔀
ぎ
じ
ゃ
需
の
苦
も
な
し

たまかあ

山
侠
の
谷
間
e

の
岩
の
か
た
す
み
に

一
一
輪
の
百
合
露
に
濡
れ
を
り

玉
市
川
の
流
れ
を
見
れ
ば
水
あ
び
し

交
換
の
車
窓
に
友
“
と
語
り
合
い

話
し
な
か
淀
川
に
汽
革
主
立
ち
に
け
り

広報

山
鳩
の
培
く
音
も
淋
し
ひ
な
山
の

わ
び
し
き
住
居
身
思
ぞ
を
ぽ
ゆ
る

夫

大会

須
釜
野
球
ク
ラ
ブ
初

優
勝

第
一
回
玉
川
村
体
育
協
会
主
催
む
野

球
大
会
は
十
…
月
六
日
、
泉
中
、
ま

m

第
一
小
間
グ
一
ブ
シ
ド
で
九
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
、
須
釜
野
球
ク
ラ
ブ

が
初
優
勝
を
か
ざ
ち
ま

L
た。

成
績
は
次
の
と
お
り
。

回
戦
泉
舞
夕
刊
フ
プ

7
1
1
1
ナ
チ
ス

Z買ド泉(ピ回
袋リ郷拍ッ戦
グ γ クせク

ラカラんイ
ブ!ブ勝 1
11ズ 9vグ

1 f I ノレス
011  1 
ズヌ 3大 i 
ア興寺 i 
f野グ 1 
タ電ラ精中
i気ブ工援

準
須泉決
釜郷欝
ググ

ブブ

ブフ

3 7 

o 2 
ズドグピ
リ ノレツ
ンズグ
カイ
1 1 

決

勝須
釜
グ
ラ
ブ

3
i
i
l泉
郷
グ
ラ
ブ

協計工
力に業
を Jご続

必吃j
十
一
一
月
一
三
十
一
民
現
荘

で
行
な
わ
れ
ま
す
Q
く

工
業
統
計
は
、
す
べ
て
の
w

製
造
業
拡

つ
い
て
調
査
す
る
も
の
て
あ
ち
、
こ
れ

ら
の
結
果
は
、
国
及
び
地
方
公
共
間
体

む
麓
饗
な
行
政
資
料
と
し
て
、
あ
る
い

誌
、
民
需
食
業
の
実
務
上
の
参
考
資
料

と
し
て
活
関
対
さ
れ
~
ま
す
。

調
査
員
が
偶
い
ま
す
の
で
よ
J

ろ
し
く

ご
協
力
緩
い
ま
す
。

ほ
R
公
民
館
関
係
行
事

m山
E
J
3
日

社
教
主
事
等
研
修

入
会
館
)

泉
、
須
鑑
嬬
入
会
合
開

研
修
ハ
ヱ
岐
大
和
箆
ν

Q
U
ロM
3
〈

A
せロ
M

古
文
書
解
読
講
箆
(
午

後
一
時
〉

mw
識
の
教
室
、
茶
滋
教

室
ハ
午
後
七
時

2
九
時
〉

古
文
蟻
閥
解
読
講
度
ハ
午

後
一
時
)

部
歳
の
教
議
、
茶
道
教

室
ハ
午
後
七
時
J
九一時〉

古
文
書
解
読
鱗
鹿
(
午

後
一
時
〉

第
六
由
柔
剣
道
大
会

鉛
歳
の
教
議
、
茶
道
教

室
ハ
午
後
七
時
J
九
時
〉

社
教
主
事
定
例
研
修

高
令
者
学
級

お
哉
の
教
室
、
茶
道
教

室
〈
午
後
七
時

t
九
時
〉

家
賠
教
員
学
級
ハ
宏
一

お
日
帰
御
用
納
め

m
m
a
i
M品
号
年
末
仏
外
暇

※
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

来
年
も
ま
た
、
ご
指
導
お
額
い
致
し
ま

ず。
よ
い
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。

3 
5 

5 
日

10 
日

12 
詰

17 
日

19 18 
日吉

26 22 21 
日目日

未
定

年
末
多
忙

laf 
い

危
検
が
い

こ
ど
も
か
ら
認
を
は
な
さ
ぬ

お

め

で

た

ハ
十
月
分
の
出
生
態
書
か
ら
〉

地

区

出

生

児

氏

名

保

護

者

名

小

高

車

菌

、

由

務

幹

夫

H

関

摂

敏

悶

什

Hη

車

田

野

譲

事

雄

岩

法

守

草

野

健

一

幸

次

時

湯

沢

慈

美

子

英

一

須

釜

小

原

友

和

好

有
賀
さ
お
り

栄

や

み

お

く〈
十
月
分
の
死
亡
題
審
か
ら
)
世
帯

年

令

主

名

窮
勝勝

好正早々

地

死
亡
者
氏
名

議岩
H 須 11法中
釜寺

小

林

友

資

村

越

キ

グ

性

久

関

昇

滝

口

万

音

大
木
ハ
ナ
認

識

沢

キ

グ

楼
枝
栄
撃
一

鈴

木

六

部

コ『

グ広正一

54 79 91 47 67 53 83 71 
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